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KEIFLEX ケイフレックス附属品 Type K2BGの施工要領書 
技 RKF12-044 

12BP 

ケイフレックス附属品 K2BGの施工は下記の要領を参考に行って下さい。 

 

1. ケイフレックス Type KMV，附属品 K2BGの部品構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ケイフレックスを必要な長さに切断します。 

☆切断はバンドソー，メタルソー，高速切断機を使用します。 

☆切断は管軸にできるだけ直角に行います。 

☆高速切断機を使用の場合は急いで切断するとビニルジャケットが熱で溶けるのでゆっくり切断しま

す。 

 

3．バリを取ります。 

☆ケイフレックスを切断した時，バリが出てフェラルが入りにくい場合があるので，バリを万能ばさみ

で取除きます。 

☆切断時に発生した埃をハケ又はウエスで清掃します。 

☆コアのバリを取る時，又は清掃する時コアのバリで指を傷つけないようご注意ください。 

 

４．ケイフレックスに袋ナット，ワッシャ，パッキンを入れます。 

ＫＭＶ 袋ナット ワッシャ パッキン
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5．フェラルを取り付けます。 

☆ケイフレックスにフェラルのねじ込み長さを予めマーキングします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆フェラルをマーキングの位置までねじ込みます。 

ＫＭＶ 袋ナット ワッシャ パッキン

フェラルマーキング

 

 

6．本体をボックス，機械等に取り付けます。 

☆ボックスコネクタをボックスのノックアウトに接続する場合は防水のためのシートパッキンを介し

てロックナットで確実に固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ボックスコネクタを機器のハブに接続する場合も防水のためのシートパッキンを介して本体をハブ

にねじ込みます。 

 

 

 

 

 

 

ＫＥＩＦＬＥＸ　ＴＹＰＥ　ＫＩＶ　ＳＡＮＫＥＩ

袋ナット ワッシャー

本体

シートパッキンロックナット

シートパッキン
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7．本体にケイフレックスを仮止めします。 

☆あらかじめボックス，機器等に取り付けた本体に，グランドパッキン，フェラルを取り付けたケイフ

レックスを挿入し，グランドパッキンをフェラルのフランジ部分までずらし，袋ナットを本体にねじ

込み仮止めします。 

 

 

 

 

 

 

 

8．袋ナットを本締めします。 

☆袋ナットの締め付けは，下記の様に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆袋ナットの締め付けで接続した機器に力をかけられない場合は，本体も工具を用いて押さえ，袋ナッ

トを締め付けます。 

 

☆袋ナットの締め付けは手で強く締め付けた後，袋ナットが回らなくなるまで，モーターレンチ，スパ

ナ等で締め付けを行ってください。 

 


